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8 ．そ の他

1）成医会
⑴　第130回成医会総会は、平成25年10月10日（木）・11日（金）の 2日間にわたって開催された。
①　特別講演

森川　利昭 教授（呼吸器外科）
「胸腔鏡手術の最適化について」
丸毛　啓史 教授（整形外科学講座）
「骨・関節疾患に対する三次元的アプローチ」

②　宿題報告
村山　雄一 教授（脳神経外科学講座）
「本邦における医療機器開発の現状と課題」
中村　真理子 准教授（教育センター）
「卒業生アンケートによる慈恵医大の教育質保証についての考察」
貞岡　俊一 准教授（放射線医学講座）
「ミリプラチンの血清中へのプラチナ移行変化の基礎実験」
波多野　篤 准教授（耳鼻咽喉科学講座）
「形態と機能を考慮した頭頸部癌手術」

③　シンポジウム
「脳卒中診療の最前線」
司会　小川　武希（救急医学講座）
１．脳卒中に対する救急医療～どうあるべきか～
　　奥野　憲司（救急医学講座）
2．本邦初の統括脳卒中センター“慈恵ハ脳ヲ守ル”
　　井口　保之（神経内科）
３．脳梗塞診断・治療への工学技術の応用
　　横山　昌幸（医用エンジニアリング研究室）
4．脳卒中に対する血管内治療
　　村山　雄一（脳神経外科学講座）
5．脳卒中患者の急性期管理とコスト
　　瀧浪　將典（集中治療部）
6．脳卒中後遺症に対するボツリヌス毒素治療
　　　　　　　安保　雅博（リハビリテーション医学講座）
④　パネルディスカッション
「本学における臨床教育改革―課題と展望」
司会　宇都宮　一典（糖尿病・代謝・内分泌内科）
　　　柳澤　裕之（環境保健医学講座）
1．臨床実習改革の骨子
　　宇都宮　一典（糖尿病・代謝・内分泌内科）
2．見学型実習と集合教育の構成と目標
　　岡崎　史子（教育センター）
3．クリニカルクラークシップの構成と目標
　　川村　哲也（臨床研修センター）
4．クリニカルクラークシップの実践と課題
　　・内科の立場から　　　　　　井口　保之（神経内科）
　　・外科の立場から　　　　　　大木　隆生（血管外科）
　　・精神医学の立場から　　　　小野　和哉（精神医学講座）




